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登録方法

「十文字学園女子大学」
公式LINE@アカウントで
大学情報を発信中！
高校生、受験生に役立つ入試情報や

オープンキャンパス情報、

在校生に向けてのイベント情報など、

様々な情報をお届けしていきます。

ぜひ、友だち登録してください。

LINEの　　　　　か左のQRコードから
「十文字学園女子大学」を登録してください。
ID「@jumonji」で検索しても登録可能です。
※登録にはアカウントの取得が必須となります。

十文字学園女子大 学

教育・心理系

健康・福祉系

人文・社会系

幼児教育学科

メディア
コミュニケーション

学科 生活情報学科

食物栄養学科

健康栄養学科

文芸文化学科

人間発達心理
学科

児童教育学科

人間福祉学科

幼稚園教諭 就職者数

就職・合格実績
教員採用試験合格者数

（既卒含・期限付き除く）

平成26年3月卒業生71名
過去3年合計235名

保　育　士 就職者数

平成26年3月卒業生66名
過去3年合計178名

公立小学校 28名

社会福祉士国家試験 15名

（過去3年のべ）77名

養護教諭 20名
（過去3年のべ）60名

（過去3年）31名

介護福祉士国家資格 14名 （過去3年）51名

管理栄養士国家試験 99名（過去3年）248名

平成26年度（平成25年度実施）

※平成26年 5月 1日現在

国家資格取得者数
平成26年3月卒業生

叶
え
た
い
、

と
な
る

「
＋
」

そ
の
気
持
ち
が

プ
ラ
ス

J R武蔵野線「新座駅」下車、徒歩8分

お問い合わせ先　募集・入試部
（新座駅まで大宮駅・池袋駅から約30分）

0120 -8164 -10

　後期授業で取り組んだ45号ですが、桐華祭でのお
もてなしコンテストや本学マスコットキャラクターの
発表、COC事業採択、保護者会など多くのニュース
がある一方で、留学生の旅行ブームやノートテイカー、
学生アンケートなど編集メンバーが意欲的にテーマ
を挙げてくれました。掲載する記事をどうするか、文
を短くするには等々、嬉しい悲鳴の連続でした。

　年間通しの授業という特色から、前期に比べ取材
や編集作業などが格段にスピードアップし、前期の
反省点、経験が生かされたと思っています。
　今回、編集長を経験でき、とても光栄に思ってい
ます。インタビューや取材に応じてくださった皆様に
心よりの感謝を申し上げます。

（編集長・内海沙也加）
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発行人：木名瀬正行
編集長：内海沙也加　監修：大西正行・石野榮一
発　行：十文字学園女子大学・十文字学園女子大学短期大学部
　　　　十文字女子大附属幼稚園
住　所：〒352-8510　埼玉県新座市菅沢2-1-28
電　話：048-477-0555（代表）

■『新座キャンパスだより』は27年度から、今45号をもって新たに発行する『大学広報（仮称）』、および同窓会紙『若桐会会報』に引き継がれます。
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今
回
の
桐
華
祭
の
テ
ー
マ
は
「
世
界
に
届
け
　

こ
れ
が
十
文
字
の
お
も
て
な
し
」。
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の

際
に
使
わ
れ
た
言
葉
を
モ
チ
ー
フ
に
し
、
参
加
学

生
全
員
で
桐
華
祭
を
お
も
て
な
し
の
場
に
し
よ

う
、
と
い
う
思
い
を
込
め
て
学
生
委
員
会
が
提
案

し
た
。

　
そ
ん
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
催
し
物
が
企
画
さ
れ

た
。「
ミ
ス
お
も
て
な
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
あ
る
。

こ
の
企
画
は
学
生
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
作
ら
れ
、
当
日
も
大
盛
況
で
終
了
し
た
。
し
か

し
こ
の
企
画
が
成
功
に
至
る
ま
で
に
は
「
人
知
れ

ず
苦
労
が
あ
っ
た
」
と
、
実
行
委
員
長
の
永
松
美

南
さ
ん
（
生
活
情
報
学
科
３
年
）
と
副
委
員
長
の

稗
貫
彩
花
さ
ん
（
発
達
心
理
学
科
２
年
）
は
話
す
。

　
最
も
苦
労
し
た
の
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
が

な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
一
人
で
も

多
く
の
出
場
者
を
集
め
よ
う
と
委
員
会
メ
ン
バ
ー

全
員
に
多
く
の
人
に
声
を
か
け
て
も
ら
う
よ
う
頼

ん
だ
。
そ
の
結
果
、
当
日
は
４
人
が
晴
れ
の
舞
台

に
立
っ
た
。

　「
最
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
一
人
、

ま
た
一
人
と
応
じ
て
く
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
。
今
回
の
学
園
祭
の
テ
ー
マ
を
表
現
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
永
松
委
員
長
は
振
り
返

っ
た
。
稗
貫
さ
ん
も
、「
自
分
が
任
さ
れ
た
企
画

だ
っ
た
が
、
大
勢
の
学
生
が
協
力
し
て
く
れ
た
。

十
文
字
の
学
生
の
底
力
を
実
感
し
た
」
と
話
し
て

く
れ
た
。

　
実
行
委
員
会
の
熱
い
気
持
ち
の
結
果
、
桐
華
祭

来
場
者
数
は
２
日
間
合
計
で
８
６
６
６
人
と
昨
年

よ
り
３
千
人
以
上
増
え
、
委
員
会
の
狙
い
は
的
中

し
た
と
言
え
そ
う
だ
。

　
桐
華
祭
を
振
り
返
り
な
が
ら
副
委
員
長
の
稗
貫

さ
ん
は
言
っ
た
。「
永
松
さ
ん
を
見
て
い
て
、
自

分
も
人
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
委
員
長
に
な
り

た
い
」。
十
文
字
の
伝
統
が
着
実
に
引
き
継
が
れ

て
い
る
こ
と
に
意
を
強
く
し
た
。

（
編
集
長
・
内
海
沙
也
加
）

　桐華祭初日の25日、おもてなしの総合
力を競い合う、「ミスおもてなしコンテス
ト」が開催された。このコンテストは、事
前に撮影した出場者の紹介VTRと会場内
でのおもてなしに対する評価をし、来場者
が投票、「ミスおもてなし」を決める。メデ
ィアコミュニケーション学科から２名、幼
児教育学科１名、人間福祉学科１名の計４
名が出場した。
　会場はメインアリーナ。最初に行われた
自己アピールでは、好きな異性のタイプや
理想のデートなどの質問に答えながら自己
紹介した。事前撮影のVTR上映後、衣装を
替えて、抽選大会の景品を参加者に直接渡
しながら〝おもてなし度〟を競った。図書

カードや加湿器など賞品が手渡されると会
場は大いに盛り上がりをみせた。最後はア
ピールタイム。心境や参加動機など出場者
はまっすぐな気持ちで語り掛けた。
　いよいよ運命の結果発表。出場者はハロ
ウィーンモチーフの服を着て登場し、順位
の発表を待った。優勝は幼児教育学科の濵
野彩音さん。濵野さんは「コンテストに初
めて参加したが、緊張せず自分を出すこと
ができた。優勝したことには驚いている」
と話した。準優勝は、人間福祉学科東田佳
菜さんで、「自分なりに楽しめ、とてもい
い思い出になりました」と語った。

（内海沙也加）

優勝は濵野さん
幼児教育学科２年

ミスおもてなしコンテスト

我が大学の〝おもてなし度〟を競う

第 回
世界に届け これが十文字の　お　も　て　な　し

48
STAFF

笑顔のすてきな出場者

記者会見する永松委員長（右）と稗貫副委員長

十
文
字
の
学
生
の

底
力
出
せ
た
！

2
2

　「世界に届け　これが十文字のおもてなし」をテーマにした第48回桐
華祭が昨年10月25、26日に行われた。両日とも秋晴れに恵まれ、前年
の倍近い約8700人が来場した。約100団体が企画展示やパフォーマン
ス、模擬店などに取り組むとともに、実行委員会主催の「ミスおもてな
しコンテスト」やマスコットキャラクターのお披露目などそれぞれが
知恵と汗を絞った成果をアピールした。

第 回
世界に届け これが十文字の　お　も　て　な　し

48
The Jumonji Press

特集 1

STAFF

世界に届け
これが十文字の
お も て な し



T h e  J u m o n j i  P r e s s  N o . 4 55

　
昨
年
６
月
に
発
足
し
た
ラ
イ
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
同
好
会
は
10
月
25
、
26
日
の
両

日
に
開
催
さ
れ
た
桐
華
祭
で
、
当
日
の

様
子
を
伝
え
る
速
報
を
２
日
間
に
わ
た

っ
て
発
行
し
た
。
学
内
で
の
速
報
発
行

は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
、
手
に
し
た

学
生
や
教
職
員
、
さ
ら
に
は
来
場
者
に

好
評
を
博
し
た
。

　
速
報
に
は
、
Ａ
３
版
両
面
に
学
園
祭

の
様
子
を
伝
え
る
記
事
と
写
真
が
掲
載

さ
れ
た
。
両
日
と
も
に
午
後
３
時
ご
ろ

に
刷
り
上
が
っ
た
５
０
０
部
を
メ
ン
バ

ー
ら
が
手
分
け
し
て
配
布
し
た
。

　
紙
面
の
ト
ッ
プ
記
事
は
、
初
日
が

「
秋
満
載
　
桐
華
祭
大
盛
況
」。
秋
晴
れ

の
下
、
に
ぎ
わ
う
学
内
の
様
子
や
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
プ
ラ
ス
ち
ゃ

ん
」
の
お
披
露
目
、「
お
も
て
な
し
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
詳
細
を
伝
え
た
。
２
日

目
の
ト
ッ
プ
記
事
は
「
来
場
者
満
喫
　

学
生
も
充
実
」。
学
生
や
来
場
者
の
感

想
を
紹
介
し
た
。

　
さ
ら
に
部
員
が
所
属
す
る
サ
ー
ク
ル

や
展
示
企
画
の
紹
介
、
模
擬
店
の
賑
わ

い
な
ど
を
掲
載
し
た
。

　
同
好
会
は
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
の
学
生
が
中
心
で
、

「
書
く
場
所
」
を
見
つ
け
る
た
め
に
６

月
に
立
ち
上
げ
た
。
桐
華
祭
に
向
け
て

編
集
ソ
フ
ト
を
練
習
し
、
取
材
の
打
ち

合
わ
せ
を
繰
り
返
す
な
ど
速
報
発
行
の

準
備
を
進
め
て
き
た
。

　
ま
た
、
同
好
会
は
、
埼
玉
県
国
際
ス

ポ
ー
ツ
課
が
運
営
す
る
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
に
向
け
た
H
P
へ
の
投
稿
も
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
９
月
に
は
埼

玉
県
庁
で
記
者
会
見
に
臨
み
、
埼
玉
県

内
で
の
五
輪
成
功
へ
一
役
買
う
取
り
組

み
も
始
め
た
。�

（
坂
田
佑
莉
）

写
真
は
、

２
日
間
に
わ
た
っ
て
発
行
し
た
桐
華
祭

速
報

県
庁
で
の
記
者
会
見
後
、
埼
玉
県
の
塩

川
修
副
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た

　
今
年
か
ら
十
文
字
学
園
と
相

互
友
好
協
力
協
定
を
結
ん
で
い

る
宮
城
県
涌
谷
町
の
特
産
品
を

販
売
す
る
模
擬
店
が
設
け
ら

れ
、
来
場
者
は
、
お
米
、
小
ネ

ギ
、
み
ず
菜
、
お
茶
、
お
菓
子
、

味
噌
、
漆
器
な
ど
旬
の
農
産
物

や
農
産
加
工
品
が
並
ん
だ
コ
ー

ナ
ー
を
取
り
囲
み
、
東
北
の
秋

の
実
り
を
家
庭
に
持
ち
帰
る
人

も
多
か
っ
た
。

　
初
日
に
は
、
安
部
周
治
町
長

が
地
元
か
ら
桐
華
祭
会
場
に
駆

け
つ
け
て
十
文
字
大
元
先
生
の

故
郷
・
涌
谷
町
の
良
さ
を
強
調

し
、「
学
園
祭
の
場
で
わ
が
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
を
い
た
だ
い

て
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
、
一

層
の
交
流
の
深
ま
り
を
期
待
し

て
い
た
。
　

「
ガ
チ
コ
ン
」
３
位

手
話
で
伝
え
る
歌
に
感
動

　
手
話
部
は
初
日
の
午
後
１
時
か
ら
12
名
の

部
員
に
よ
る
手
話
歌
を
〝
合
唱
〟
し
た
。
曲

は
、
嵐
の
「
O
N
E 

L
O
V
E
」。
出
番
は

10
分
間
だ
け
だ
っ
た
が
、
桐
華
祭
「
ガ
チ
コ

ン
」
で
見
事
３
位
に
輝
い
た
。

　
翌
26
日
は
午
前
11
時
か
ら
4
曲
を
手
話
歌

で
披
露
。
一
年
生
は
初
の
ス
テ
ー
ジ
で
緊
張

し
つ
つ
も
、
夏
休
み
か
ら
練
習
し
て
き
た
成

果
が
出
て
、
多
く
の
観
客
に
笑
顔
を
届
け
る

こ
と
が
出
来
た
。「
手
話
で
歌
の
発
表
は
シ

ン
プ
ル
で
ハ
ー
ト
フ
ル
」「
手
話
で
歌
を
伝

え
る
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
」
と
涙
を
見

せ
る
観
客
が
多
く
い
た
。�

（
宍
戸
彩
）

若
い
男
性
も
投
句

「
句
会
虞
美
人
」

　「
演
習
」（
留
学
生
ゼ
ミ
）
に
参
加
す
る
学

生
た
ち
が
「
句
会
虞
美
人
」
に
取
り
組
ん

だ
。
教
室
で
は
留
学
生
や
日
本
の
学
生
が
こ

れ
ま
で
の
授
業
で
制
作
し
た
俳
句
を
短
冊

や
色
紙
に
し
て
飾
っ
た
。
来
場
者
に
気
に
入

っ
た
作
品
、
感
心
し
た
作
品
に
シ
ー
ル
を
貼

っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
来
場
し
た
人
に
俳
句
を
作
っ
て
も

ら
い
、
お
礼
に
中
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
「
パ

ン
ダ
の
切
り
絵
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
幼
稚
園

の
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
お

客
様
が
き
て
く
れ
た
。
驚
い
た
の
は
若
い
男

性
が
俳
句
に
興
味
を
示
し
、
面
白
い
句
を
作

っ
て
く
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。�

（
ヨ
ウ
リ
ュ
ウ
）

演
習
（
留
学
生
ゼ
ミ
）

手
話
部

桐
華
祭
速
報
発
行

学
内
初
の
取
り
組
み

ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
同
好
会

安部涌谷町長も駆けつける。模擬店にお米、野菜……

県庁での記者会見後、埼玉県の塩川修副知事を表敬訪問した

で
き
あ
が
っ
た
速
報
を
手
に
す

る
ラ
イ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
同
好
会

の
メ
ン
バ
ー
と
実
際
の
紙
面

桐華祭で特産品を手にする安部周治宮城県涌谷町長

4
4

　
　
第
48
回
桐
華
祭
初
日
の
10
月
25
日
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授

の
松
平
定
知
氏
を
講
師
に
招
い
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
テ
ー
マ
は
「『
伝
え
る
』
と
い
う
こ
と
」。
会
場
の
教
室

は
開
演
前
か
ら
満
員
と
な
り
、
松
平
氏
を
待
ち
受
け
た
。

　
登
壇
し
た
松
平
氏
の
第
一
声
は
「
こ
の
講
座
は
あ
ま
り

面
白
く
な
い
か
ら
、
み
な
さ
ん
は
い
つ
で
も
途
中
退
場
し

て
大
丈
夫
で
す
よ
」。
そ
し
て
、
本
学
職
員
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
、「
直
径
20
㌢
の
円
を
書
い
て
」「
次
は
２
㌢
」

「
次
は
三
角
形
」
と
指
示
し
な
が
ら
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に

図
形
を
描
か
せ
た
。
そ
の
後
、
松
平
氏
が
手
に
持
っ
て
い

た
図
形
の
絵
を
見
せ
た
が
、
ボ
ー
ド
の
も
の
と
は
全
く
違

っ
た
も
の
だ
っ
た
。「
伝
わ
る
よ
う
に
伝
え
る
」
と
い
う
こ

と
の
難
し
さ
を
分
か
り
や
す
い
例
を
示
し
な
が
ら
説
明
。

こ
れ
で
会
場
は
一
気
に
松
平
ワ
ー
ル
ド
に
突
入
し
た
。

　
松
平
氏
は
講
演
の
中
で「
伝
わ
る
よ
う
に
伝
え
る
」こ
と

の
大
切
さ
を
何
度
も
強
調
し
た
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

例
に
挙
げ
な
が
ら
「
大
事

な
の
は
、
キ
ー
に
な
る
言

葉
を
見
つ
け
、
一
つ
一
つ

の
セ
ン
テ
ン
ス
を
短
く
す

る
こ
と
。
あ
と
は
い
か
に

省
略
で
き
る
か
だ
。
私
は

『
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ぶ
っ
き
ら

ぼ
う
論
』
を
唱
え
て
い
る
」

と
言
い
、
い
く
ら
細
か
な

情
報
を
話
し
て
も
視
聴
者

が
分
か
り
に
く
か
っ
た
ら

全
部
無
駄
な
努
力
と
な
り
、
意
味
が
な
い
こ
と
だ

と
解
説
し
た
。

　
ま
た
、
書
き
言
葉
と
話
し
言
葉
の
〝
宿
命
的
〟

な
違
い
に
つ
い
て
も
説
明
。「
書
き
言
葉
は
詳
し

け
れ
ば
詳
し
い
ほ
ど
読
者
に
よ
く
伝
わ
る
し
、
自

分
で
読
む
こ
と
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
話
し
言
葉
、
特
に
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
は
詳
し
い

か
ら
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
途
中
で
切

る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
松
平
さ
ん
。
腕
時
計
を

例
に
あ
げ
、「
腕
時
計
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
代

わ
り
に
「
銀
色
の
安
っ
ぽ
い
ベ
ル
ト
が
付
い
た
男

性
用
の
腕
時
計
が
あ
り
ま
す
」
と
伝
え
た
ら
ど
う

か
。「
丁
寧
で
正
確
で
は
あ
る
が
、
い
っ
た
い
何

を
伝
え
た
い
の
か
、
結
果
と
し
て
大
事
な
こ
と
を

相
手
に
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
分
か

り
や
す
く
解
説
し
た
。

　
時
に
笑
い
を
取
り
、時
に
真
剣
に
聞
き
入
ら
せ
る

巧
み
な
話
術
に
い
つ
の
間
に
か
90
分
が
た
っ
て
い

た
。松
平
氏
の
第
一
声
と
は
裏
腹
に
、満
席
の
会
場

か
ら
途
中
退
席
す
る
人
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

　
松
平
氏
は
、
N
H
K
在
職
中
『
連
想
ゲ
ー
ム
』

や
『
日
本
語
再
発
見
』
な
ど
の
番
組
を
経
て
、
ニ

ュ
ー
ス
畑
を
15
年
。
そ
の
後
、『
そ
の
時
歴
史
が

動
い
た
』
を
９
年
間
、『
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
は

１
０
０
本
以
上
担
当
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
N
H
K

の
顔
と
し
て
活
躍
。
退
職
後
の
今
も
『
シ
リ
ー
ズ

世
界
遺
産
１
０
０
』
な
ど
に
出
演
し
て
い
る
。
ま

た
、
藤
沢
周
平
作
品
の
朗
読
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

し
、
藤
沢
作
品
だ
け
で
な
く
、
芥
川
龍
之
介
や
宮

沢
賢
治
な
ど
の
作
品
も
携
え
て
宮
城
県
石
巻
市
の

小
学
校
、
中
学
校
、
仮
設
住
宅
集
会
所
な
ど
を
回

る
な
ど
東
北
の
被
災
地
の
支
援
活
動
に
も
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。�

（
カ
ク
ト
ウ
ト
ウ
）

桐
華
祭
講
演
会

「
伝
わ
る
よ
う
に
伝
え
る
」

こ
と
の
大
切
さ

テーマ

講師

元ＮＨＫエグゼクティブアナウンサー
京都造形芸術大学教授

『伝える』ということ

松平定知氏

会
場
は

松
平
ワ
ー
ル
ド
に
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朝
霞
市
商
工
会
と
十
文
字
学
園
女
子

大
学
は
昨
年
7
月
24
日
、
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
調
印
式
を
行
っ
た
。
本
学

と
商
工
会
と
の
連
携
協
力
の
締
結
は
、

新
座
市
商
工
会
、
志
木
市
商
工
会
に
続

き
３
件
目
。

　
調
印
式
に
は
、
本
学
か
ら
横
須
賀
薫

学
長
ら
４
名
、
朝
霞
商
工
会
か
ら
は
大

畑
亨
会
長
ら
５
名
が
出
席
し
、
調
印
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
活

動
実
績
に
加
え
、
協
定
を
契
機
に
両
者

が
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
確

認
し
た
。�

（
坂
田
佑
莉
）

　
埼
玉
県
の
上
田
清
司
知
事
が
昨
年
８
月
22
日
に
「
と
こ
と
ん
訪
問
」

の
一
環
で
本
学
に
来
校
し
た
。
ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町
を
訪
問
し
た
後
、

こ
の
日
３
カ
所
目
の
訪
問
。
十
文
字
一
夫
理
事
長
、
横
須
賀
薫
学
長
ら

が
出
迎
え
、
教
職
員
や
学
生
ら
と
懇
談
し
た
。

　
ゾ
ウ
キ
リ
ン
く
ら
ぶ
や
「
さ
つ
ま
い
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
か
か
わ

る
学
生
ら
が
地
域

連
携
活
動
の
様
子

を
報
告
す
る
と
、

知
事
は
興
味
深
そ

う
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。
そ
の
後
、

学
生
に
質
問
す
る

な
ど
和
気
あ
い
あ

い
に
意
見
交
換
し

た
。

　
そ
の
様
子
は
上

田
知
事
の
ブ
ロ
グ

「
知
事
の
太
鼓
」

平
成
26
年
８
月
28

日
付
で
紹
介
さ
れ

た
。

本学と朝霞商工会
連携協力に調印

地域連携活動に聞き入る
学生らと意見交換も

－新座市の地域課題－

地域連携サミット

誰もが愛着を持って、住んでみたい、ずっと住み続けたいと感じるまちづくり

十文字学園女子大学 学生育成方針 －J モデル・プラス－
「〝地的好奇心〟に満ちた、活力・実践力のある pro-act 型の学生」を育てます

少子高齢化 行財政改革の推進 経済対策

観光振興 安全・安心なまちづくり

包括協定締結先
新座市、朝霞市、
志木市、和光市、

清瀬市、 東久留米市

＋（プラス）キャンパス連絡会議

＋（プラス）キャンパス事業　新座市内の施設・資源の活用

市、教育委員会、警察、
商工会、JA、社会福祉協議会、

PTA・保護者会連合会、NPO 法人

学校・社会施設 観　光　地 商　店　街雑木林と清流

埼玉県をはじめ、近隣６市（新座、朝霞、志木、和光、清瀬、東久留米）と連携を図り、
街づくり、環境保全、産業・観光振興、教育支援、福祉活動などに取り組んでいます。
学生が地域に出て積極的に活動に参加することを推奨し、社会活動に対する学生表彰制度
により、顕著な功績を挙げた学生を表彰しています。

学生参加型の地域連携

コミュニティ施設

大学の知を
地域活性化につなぐ

住み続けたい街づくりのために

産業フェスティバル・オー
プンカフェなどでの出店
商店会活性化支援
駅前クリーンアップ運動
彩の国ロードサポート 

（近隣地区清掃活動）など

地域と被災地を結ぶために

さつまいもプロジェクト
石巻支援プロジェクト

（栄 4 丁目商店会との連携）
双葉町支援活動

（加須市の支援団体との連携）
被災地植樹運動　など

地域の子どもたちのために

学校ボランティア
子ども大学（新座・志木）
ぱわーあっぷくらぶ支援 

（森の子くらぶ）
子育て支援活動　など

高齢者や障がいのある方のために

福祉施設支援
健康ダンス教室
特別支援学校ボランティア
高齢者食事指導　など

人にプラス　街にプラス 人が集まる交差点
地域を学ぶ 地域で学ぶ 地域に活かす

地域課題解決研究
「知」の構築・創造

産官学連携

公開講座
ボランティア活動

地域交流活動

地域志向カリキュラム
アクティブラーニング・PBL
教育指標・学修状況の可視化

教　　育 研　　究 社会貢献

地域の自然環境や産業、子育てや市民活
動等の特徴や課題を理解し、課題解決を通
して、社会人としての基礎力を養成します。

［カリキュラム例］
・
・
・
・
・

・ ・
・
・

・ ・
・
・

・
・
・
・

入門ゼミナール 現代社会と福祉
総合科目 現代社会とグローバリゼーション
埼玉の地理・歴史・文化 くらしの中の日本国憲法
現代社会と教育 情報とネットワーク社会
キャリアサポート 社会人入門

地域とのふれ合いや地域活動の経験を通
して、コミュニケーション能力にすぐれた
学生を育てます。

［カリキュラム例］
地域で学ぶ キャリア基礎力入門
インターンシップ キャリア基礎力応用
自主社会活動 各種実習科目

自らの「可能性＝伸びしろ」に気づき、
積極的に地域課題の解決や地域貢献へ取り
組む意欲を育てます。

［カリキュラム例］
ゼミ・サークル・ボランティアを通じた取り組み

市全体の更なる活性化に 新座市長　須田　健治

地域でより高い社会性を 学長　横須賀　薫

十文字学園女子大学・同短期大学部が文部科学省「地（知）の拠点整備事業」（ＣＯＣ事業）
の採択を受けられましたことを心からお祝い申し上げます。本市では、市民の皆様との連帯と
協働によるまちづくりを進めております。このような中で、貴大学と本市は、平成１９年１２月に
包括協定を締結し、福祉・教育・文化・スポーツ・環境・防災などの幅広い分野において相互に
連携協力を図ってまいりました。この度のＣＯＣ事業の取組を通して、これまでの連携がより一層
強固なものになり、新座市全体の更なる活性化につながることを御期待いたしますとともに、
貴大学のますますの御発展を御祈念申し上げまして、挨拶とさせていただきます。

学長の横須賀薫です。日ごろから本学の教育活動にご支援をいただき、ありがとうございます。
このたびは文部科学省のＣＯＣ事業に採択され、まさに身の引き締まる思いです。本学の学生
は９割以上が自宅通学生です。そして、ほとんどの学生が卒業とともに職業につき社会に出て
いきます。大学の４年間で社会に出る準備をすることが大切です。地域の中でさまざまな人々
に接し、さまざまな活動を共にすることによって、より高い社会性を養っていくことができると
考えています。「新座市をキャンパスに！」とはそういう意味です。今後も「地域を学ぶ、地域で
学ぶ、地域に活かす」教育を充実させていきますので、よろしくご支援をお願いいたします。

知事のとことん訪問

平成26年度「地（知）の拠点整備事業」の本学パンフレット

参加した学生と握手する上田知事
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貴大学のますますの御発展を御祈念申し上げまして、挨拶とさせていただきます。

学長の横須賀薫です。日ごろから本学の教育活動にご支援をいただき、ありがとうございます。
このたびは文部科学省のＣＯＣ事業に採択され、まさに身の引き締まる思いです。本学の学生
は９割以上が自宅通学生です。そして、ほとんどの学生が卒業とともに職業につき社会に出て
いきます。大学の４年間で社会に出る準備をすることが大切です。地域の中でさまざまな人々
に接し、さまざまな活動を共にすることによって、より高い社会性を養っていくことができると
考えています。「新座市をキャンパスに！」とはそういう意味です。今後も「地域を学ぶ、地域で
学ぶ、地域に活かす」教育を充実させていきますので、よろしくご支援をお願いいたします。

　
文
部
科
学
省
は
、
平
成
26
年
度
「
地
（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業
」（
大
学
C
O
C
事
業
）

に
つ
い
て
全
国
の
国
公
私
立
大
学
な
ど
の
25

事
業
を
採
択
し
た
。
計
２
３
７
件
の
応
募
が

あ
り
、
本
学
は
埼
玉
県
内
で
唯
一
の
採
択
校

と
な
っ
た
。

　
同
事
業
は
、
大
学
が
自
治
体
な
ど
と
連
携

し
、
地
域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
・
社
会
貢

献
を
進
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る

中
核
的
存
在
（
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ  

Ｏ
ｆ  

Ｃ

ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
）
と
し
て
大
学
の
役
割

を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
活
動

だ
。

　
本
学
の
事
業
名
は
「
新
座
市
を
キ
ャ
ン
パ

ス
に
！
　
十
（
プ
ラ
ス
）
と
な
る
人
づ
く
り
、

街
づ
く
り
」。
新
座
市
内
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に

見
立
て
、
同
市
内
の
企
業
団
体
や
地
域
の

方
々
と
共
に
教
育
や
研
究
、
社
会
貢
献
の
分

野
で
連
携
し
た
活
動
を
展
開
す
る
。
そ
し
て

新
座
市
内
で
の
活
動
実
績
を
他
の
地
域
に
も

広
げ
て
い
く
。
十
文
字
の
十
を
プ
ラ
ス
と
読

み
替
え
、
地
域
に
も
大
学
に
も
プ
ラ
ス
と
な

る
思
い
を
込
め
た
。

　
９
月
末
の
採
択
決
定
以
来
、
地
域
連
携
推

進
機
構
が
中
心
と
な
っ
て
事
業
計
画
や
推
進

体
制
を
策
定
し
、
教
職
員
や
学
生
に
事
業
の

周
知
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
内
か
ら

教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
各
分
野
で
26
年

度
事
業
案
を
募
り
、
42
件
が
決
ま
り
教
職

員
、
学
生
ら
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
ま
た
２
月
28
日
に
は
、
ふ
る
さ
と
新
座
館

で
記
念
事
業
「
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
予
定
し
て
い
る
。（
写
真
は
新
座
市
産
業

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す
る
学
生
）

The Jumonji Press

特集 2
文部科学省 平成26年度

教育・研究・社会貢献の取り組みスタート

「地（知）の拠点整備事業」採択

「地域を学ぶ」「地域で学ぶ」「地域に活かす」
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調
。「
大
学
だ
け
で
は
得

ら
れ
な
い
知
識
と
社
会

の
学
び
も
大
事
な
こ
と

で
す
」
と
語
っ
た
。
十

文
字
理
事
長
は
、
学
生

の
様
子
を
伝
え
な
が

ら
、
特
に
サ
ッ
カ
ー
部

が
関
東
大
学
リ
ー
グ
で

２
部
昇
格
を
果
た
す
な

ど
元
気
な
こ
と
を
紹
介

し
た
。

　
続
い
て
岡
林
正
和
副
学
長
、
本
間
修
就

職
支
援
部
長
が
本
学
の
就
職
状
況
を
報
告

し
た
。そ
の
後
、埼
玉
県
教
育
長
の
関
根

郁
夫
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
も
行
わ
れ

た
。

　
会
場
を
移
し
て
の
懇
談
会
で
は
、
学
科

ご
と
の
テ
ー
ブ
ル
で
保
護
者
と
学
科
教
員

が
交
流
を
深
め
た
。
保
護
者
会
「
武
蔵
野

会
」（
日
下
美
佐
子
会
長
）
か
ら
寄
付
金

が
横
須
賀
学
長
に
贈
ら
れ
た
。

　
学
外
で
開
催
す
る
保
護
者
会
は
川
越
、

浦
和
に
次
い
で
３
回
目
と
な
る
。（
森
美

雪
、
カ
ク
ト
ウ
ト
ウ
、
ヨ
ウ
リ
ュ
ウ
）

一
冊
の
絵
本
か
ら
人
生
を
説
く

関
根
県
教
育
長
が
記
念
講
演

保護者会

大宮
in

　
平
成
26
年
11
月
22
日
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
の

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
「
保
護
者
会
i
n
大
宮
」

が
保
護
者
約
１
　

６
　

０
人

の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ

た
。
大
学
側
か
ら
は
十
文

字
一
夫
理
事
長
を
は
じ
め

横
須
賀
薫
学
長
や
副
学

長
、
学
科
長
、
教
職
員
が

出
席
し
、
学
生
の
普
段
の

様
子
や
就
職
活
動
な
ど
に

つ
い
て
懇
談
し
た
。

　
保
護
者
会
で
は
ま
ず
横

須
賀
学
長
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、
26
年
度
の
文
科
省

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
」に
本
学
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
を
報
告

し
、
全
学
挙
げ
て
地
域
を

志
向
し
た
教
育
研
究
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
を
強

　
保
護
者
会
で
は
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教

育
長
・
関
根
郁
夫
氏
を
講
師
に
招
き
、「
絵
本

『
1
0
0
万
生
き
た
ね
こ
』
を
読
む
」
と
題
し

た
記
念
講
演
も
開
か
れ
た
。

　『
1
0
0
万
回
生
き
た
ね
こ
』
は
、
佐
野
洋

子
作
の
一
匹
の
猫
の
輪
廻
転
生
を
描
い
た
絵

本
で
あ
る
。

　
関
根
氏
は
、
こ
の
作
品
に
は
多
く
の
謎
が

あ
る
と
し
、
具
体
的
な
問
い
を
例
示
し
な
が

ら
「
自
分
で
問
い
を
立
て
、
自
分
で
答
え
を
見

つ
け
、
自
分
で
選
ぶ
」
こ
と
の
大
切
さ
を
語
っ

た
。

　
ま
た
、
講
演
で
は
7
つ
の
問
い
を
立
て
、
生

き
る
上
で
何
が
大
切
で
あ
り
、
人
生
を
ど
う

過
ご
す
べ
き
か
を
説
き
、
参
加
し
た
保
護
者

に
「
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
自
分
の
人
生
を

改
め
て
振
り
返
り
、
と
も
に
考
え
て
み
て
ほ

し
い
」
と
語
り
か
け
た
。�

（
森
美
雪
）

保護者160人が
教職員と親睦深める

保護者会「武蔵野会」の日下美佐子会長から寄付
を受け取る横須賀学長

自分に問う大切さを説く
関根県教育長

理
事
長・学
長
あ
い
さ
つ

サ
ッ
カ
ー
部
の
活
躍
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
採
択
を
報
告

8
8

　本学の魅力や情報を伝えるマスコット
キャラクターを学内外に公募したとこ
ろ、394通の応募がありました。選考の
結果、2014年10月10日に本学マスコ
ットキャラクター『プラスちゃん』が誕
生しました。

　『プラスちゃん』の「プラス」には十文
字の「十（じゅう）」、成長やプラス思考
の「＋（プラス）」、人が行き交い、集う交
差点をイメージする「＋（クロス）」など
様々な意味が込められています。十文字
の瞳が魅力の、夢見る乙女『プラスちゃ
ん』をぜひ応援してください。

　
10
月
25
、
26
日
に
行
わ
れ
た
桐
華
祭
に
お
い

て
、
図
書
館
の
入
り
口
で
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
『
プ
ラ
ス
ち
ゃ
ん
』
の
お
披
露
目
が
行
わ
れ

た
。

　
お
披
露
目
式
に
は
横
須
賀
学
長
ら
教
職
員
と
学

生
が
出
席
。
ま
だ
見
ぬ
プ
ラ
ス
ち
ゃ
ん
に
は
白
い

布
が
か
ぶ
せ
て
あ
り
、
合
図
と
と
も
に
紐
を
引
っ

張
る
と
、
し
ろ
く
ま
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
シ
ン
プ

ル
で
親
し
み
や
す
い
、
夢
見
る
〝
十
文
字
の
乙
女
〟

が
現
れ
た
。

　「
か
わ
い
い
ー
」。
そ
の
場
に
い
た
学
生
か
ら
歓

声
が
上
が
り
、
大
き
な
拍
手
で
誕
生
を
喜
ん
だ
。

図
書
館
に
は
等
身
大
パ
ネ
ル
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
も

用
意
さ
れ
、
桐
華
祭
の
来
場
者
も
大
勢
見
に
来
て

い
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
も
配
布
さ

れ
た
。�

（
坂
田
佑
莉
、
チ
ョ
ウ
マ
ン
カ
）

十文字学園女子大学マスコットキャラクター

誕生！
プラスちゃん

本
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定

お披露目のセレモニー
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　2014年10月15日および17日に開催した学内の「イン
ターンシップ報告会」をもって同年夏のインターンシッ
プも一段落した。報告会では参加した大部分の学生が毎
年、体験談を披露してくれるが、そこでパワーポイントも
駆使して熱く語る姿はインターンシップに送り出す前の
私たちの不安を一掃させ、それどころかこの機会を上手
に自らの成長に取り入れた学生の柔軟性に驚かされる。
　この夏のインターンシップに参加した学生は131名

（昨年比プラス54名）、そのなかで5日以上のインターン
シップ（単位付与）に参加した学生は89名（昨年比プラス
22名）と大幅に増加した。
　この理由はいくつか考えられるが、学生の側にインタ
ーンシップの効果が年々浸透しつつあることが大きな理
由であろう。就業意識の高い学生がインターンシップに
参加する傾向があることも推察されるが、昨年度5日以上
のインターンシップに参加し今年度就職活動をおこなっ
た学生の6割以上が、大手企業を中心に夏休み前に内定を
獲得して就職活動を終えている。一方で企業側からは、次
年度の就職活動時期の後ろ倒しと採用期間短期化の影響
に不安感を持ち、学生への認知度アップを目的としてイ
ンターンシップを積極的に取り入れたことも一つの理由
だと思われる。
　さて、就職活動時期の後ろ倒しの影響が様々な問題を

本学、2015年の就活時期後ろ倒しに万全

抱えるなかで、次年度のインターンシップ実施にも影響
が出てきそうである。特に2015年8月は大手企業を中心
とする選考開始時期と重なりインターンシップ受入れを
困難とする企業が増えるのではないかと気掛かりである。
またインターンシップが本来の目的と異なり会社説明会
で終わるようなケースも今年以上に増える可能性がある。
　このようにインターンシップの環境に不透明感も予想
されるが、就職支援部としては社会性や就業意識を育む
うえで非常に有効なインターンシップを、多くの企業や
団体の協力を得ながら、引き続き積極的に推進していき
たい。

131人がインターンシップに参加、大幅増
「就活に弾み」学生、企業に理解深まる

2014年度夏期インターンシップ受入先

就職支援部長　本間　修

講演する辻氏 会場を埋めた保護者ら（＝記念ホール）
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学内で行われたインターンシップ報告会

10
10

インターンシップ体験報告 i n 2 014
　
映
画
に
興
味
が
あ
り
、
映
画
配
給
の

宣
伝
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
業
界
の
仕
組
み
を
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
学
ん
で
、
自
分
が
働
く
に
あ
た

っ
て
ど
の
よ
う
な
能
力
が
必
要
な
の
か

を
知
り
、
今
後
に
生
か
し
た
い
と
い
う

思
い
で
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
業
界

セ
ミ
ナ
ー
や
内
定
が
決
ま
っ
た
先
輩
に

話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
女
性
が
多
く
働

い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
の
で
は
、
と
考
え
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
公
開
前

　
簿
記
の
２
級
を
取
得
し
た
時
、
将
来

は
金
融
に
行
き
た
い
と
い
う
考
え
を
持

ち
ま
し
た
。
業
界
の
実
態
や
業
務
を
体

験
し
た
い
と
思
い
、
巣
鴨
信
用
金
庫
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
。
事
務

の
業
務
よ
り
も
接
客
業
務
が
多
い
と
い

う
こ
と
や
、
仕
事
に
取
り
組
む
積
極

性
、
日
々
の
勉
強
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
前
半
は
、
参
加

者
一
人
一
人
に
積
極
性
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
初
日
の
自

己
紹
介
は
挙
手
制
で
行
わ
れ
、
自
ら
ア

引
き
出
し
増
や
す

必
要
性
を
実
感

自
ら
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
大
切
さ

の
マ
ス
コ
ミ
向
け
イ

ベ
ン
ト
に
関
わ
り
ま

し
た
。
登
壇
予
定
の

監
督
や
出
演
者
と

そ
の
事
務
所
の
方

々
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
イ

ク
担
当
者
、
衣
装
担
当

者
、
マ
ス
コ
ミ
関
係

者
、
テ
レ
ビ
局
の
ス
タ

ッ
フ
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
企
画
を
進
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
た
め
、
現
状
を
把
握
す
る
の
が
大

変
で
し
た
。
そ
の
半
面
、
様
々
な
業
界

の
人
と
接
す
る
機
会
が
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
が
評
価
さ
れ
た
際
に
は
大
き
な
達

成
感
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
仕
事
は
「
映
画
が
好
き
」
と
い

う
だ
け
で
は
勤
ま
ら
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
す
る

か
、
ど
う
す
れ
ば
人
が
興
味
を
持
ち
映

画
館
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
の
か
、
そ

の
た
め
の
宣
伝
力
が
問
わ
れ
る
こ
と

を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
経
験
を

通
し
て
今
の
自
分
に
必
要
な
の
は
、

「
引
き
出
し
の
数
を
増
や
す
こ
と
で
あ

る
」
と
感
じ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
の
中
で
、
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
映
画
や
舞
台
の
鑑

賞
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

積
み
な
が
ら
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、

感
性
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。

（
取
材
・
山
城
桃
子
）

ピ
ー
ル
し
て

い
く
姿
勢
の

大
切
さ
を
胸

に
刻
み
ま
し

た
。
ま
た
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
講
座
で

は
、
名
刺
の

渡
し
方
や
お

辞
儀
の
角
度

な
ど
細
か
い

動
作
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
普
段

は
指
導
し
て
も
ら
う
こ
と
が
少
な
い
内

容
な
の
で
、
と
て
も
役
に
立
つ
、
と
実

感
し
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
、
実
際
に
営
業
店
舗
へ
出

向
き
、
接
客
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

巣
鴨
信
用
金
庫
で
は
、
来
店
し
て
く
だ

さ
っ
た
お
客
様
に
、「
お
茶
と
お
し
ぼ

り
を
渡
す
」
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
役
割
を
実
際
に
体
験
し
て
み
て
、
金

融
界
の
仕
事
は
「
接
客
業
で
も
あ
る
」

と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

て
、「
実
際
に
行
っ
て

見
な
い
と
分
か
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
」
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ

と
を
、
こ
れ
か
ら
の
就

職
活
動
に
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

�

（
取
材
・
内
海
沙
也
加
）

活

最前線レポート

就職支援

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年

生
活
情
報
学
科
３
年

坂
口
み
く
さ
ん

神か

　
の

　
う生
温あ

つ

子こ

さ
ん

東
京
テ
ア
ト
ル

巣
鴨
信
用
金
庫

受入企業

受入企業

PICK UP
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　大学生になると一人暮らしを始めたり、家庭の事情などでお金を稼がなく
てはならない人も出てくる。趣味をやるにしても遊びにしてもお金はかかる。
昔から学生とアルバイトは切っても切れない関係だ。自宅通学生が圧倒的多
数を占める十文字生はどうなのか。そんな疑問を持ち、新座キャンパスだよ
りの編集局は本学学生のアルバイトの状況について学内メールを使ってアン
ケートを実施した。アンケート実施期間は2014年10月29日から11月20日
で、合計217人から回答が寄せられた。

【スマホ所持率】

アルバイトを「している」、「以前していた」と回答した学生のうち……

【アルバイトの目的】
（複数回答）

趣味や遊び、旅行

【同じ仕事の継続期間】

1年以上

その他

周りがやって
いるから

学費

生活費

貯金

【どのように見つけたか】
（複数回答）

インターネット

知人の紹介

専門誌

学内掲示

【毎日の使用時間】 【毎月の料金】

インターネット

1年以上

1年未満

半年未満

1ヶ月未満

78%

78%

33%

16%

15%

13%

4%

19%

2%

3%

9%50%

78%

33%

40%

52%

　「アルバイトはしているか」の問いに、「している」が
85％（184人）。そのうち約2割の人は複数掛け持ちをして
いることが分かった。「以前していた」8％（17人）を合わ
せると9割以上がアルバイト経験ありとの結果だった。また、

「経験なし」の回答者のうち4分の3は今後やりたいと考え
ていることも分かった。
　現在のアルバイトをどのように見つけたかの問いには、4
割の人がインターネットを挙げ、知人の紹介3割強、専門誌
2割弱と続き、学内掲示は2％しかなかった。アルバイトの
内容は実に様々。レジ打ちや飲食関係の割合が多かったが、
塾講師、学内SA、データ入力など事務系のバイトもあった。
中には5つ以上のアルバイトを経験してきた人もいた。
　バイトの場所は、自宅近くが69％と圧倒的に多く、「女
子大」「自宅通学者が多い」という本学の特徴が出ていると
も考えられる。時給は800円台、900円台が圧倒的多数。

　アルバイトを探すのにインターネットを使っている人が多く、学内掲示でアルバイトを見
つけた人もいるということに驚いた。私は現在、アルバイトをしていない。アルバイトをし
てみたいと思っているが、どのような職種が自分に合うのか分からず結局探すのを辞めてし
まう。そういう人は他にいるのではないか。これからアルバイトをやってみたいと思ってい
る人は今回のアンケート結果を参考にしてくれたらいいと思った。 （山城桃子）

最高額は2600円だった。希望する時給は「今のままでいい」
が多かったが、金額としては1000円前後に集中している。
　勤務日数は、月1回から週5日とばらつきはあるが、概ね週3
日から4日が最多。週の総勤務時間は10時間から20時間の間
が多く、勤務日数のからすると1日当たり4、5時間という姿が
浮かび上がる。ただ、80～100時間という人もいた。同じ仕
事の継続期間は半数が1年以上と回答、半年以上は6割以上と
なり同じバイトを継続する傾向がうかがえた。
　ア ル バ イ ト の 目 的 で は、「趣 味 や 遊 び」78％、「貯 金」
50％、「生活費」33％、「学費」16％と続く。学生生活との両
立については、「できている」が7割に達し、1割は「授業など
に支障がある」と回答した。
　アルバイトについて「積極的にやるべき、やりたい」は
59％で、「できるなら辞めたい」は21％だった。
　　さて、あなたは学生時代のアルバイトをどう考えますか。

アンケート
結果の感想

十文字学生のアルバイト事情アンケート調査
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す
言
葉
を
同
時
進
行
で

手
書
き
す
る
方
法
と
、

パ
ソ
コ
ン
入
力
し
、
画

面
を
見
る
方
法
が
あ

る
。
情
報
量
が
豊
富
で

正
確
さ
か
ら
言
え
ば

P
C
テ
イ
ク
が
便
利

だ
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
支
援
し
て
く
れ
る
テ
イ
カ
ー
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

　
た
だ
、
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
も
Ｐ
Ｃ
テ
イ
カ
ー
も

絶
対
数
が
不
足
し
て
い
る
の
が
実
情
。
障
害
者
１

人
に
つ
き
20
人
の
テ
イ
カ
ー
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
が
、
現
状
は
１
人
に
つ
き
10
人
し
か
確
保
さ
れ

て
い
な
い
。
人
数
、
技
能
の
差
で
一
部
の
テ

イ
カ
ー
に
負
担
が
か
か
り
、
辞
退
す
る
人
も

後
を
絶
た
な
い
。
テ
イ
カ
ー
の
待
遇
面
も
解

決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
は
全
国
の
大
学
で
共
通
し

て
お
り
、
公
的
な
支
援
体
制
が
望
ま
れ
る

が
、
ま
ず
は
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
の
支
援
を
受

け
る
聴
覚
障
害
者
の
声
を
紹
介
し
た
い
。

　
心
理
学
科
３
年
の
熊
谷
優
来
さ
ん
は
、

入
学
し
た
頃
は
テ
イ
カ
ー
が
い
な
か
っ
た
の

で
自
分
か
ら
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
を
依
頼
し
て
い

た
。
本
学
で
も
徐
々
に
テ
イ
カ
ー
の
体
制
が

で
き
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
な
る
充
実
を
切
望
し

て
い
る
。

　
福
祉
学
科
２
年
の
粕
谷
歩
未
さ
ん
は
、

福
祉
学
科
は
専
門
用
語
が
多
い
の
で
同
じ
学

科
の
学
生
が
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

テ
イ
カ
ー
と
障
害
者
の
L
I
N
E
グ
ル
ー
プ

を
作
れ
ば
情
報
や
連
絡
が
素
早
く
取
れ
る
の

で
は
と
提
案
す
る
。

　
福
祉
学
科
１
年
　
中
島
亜
香
音
さ
ん

は
、
自
分
は
今
の
所
は
大
丈
夫
だ
が
、
学
科

問
わ
ず
テ
イ
カ
ー
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
◇

　
私
は
今
、
卒
業
生
２
人
に
担
当
に
入
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
。
手
話
が
で
き
技
術
も
高
い
方
々
で
と

て
も
助
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
来
年
に
は
２
人

が
担
当
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
聞
い
て
正
直
不
安

で
い
っ
ぱ
い
だ
。

　
昨
年
12
月
、「
十
文
字
メ
デ
ィ
ア
ニ
ュ
ー
ス
」

の
編
集
制
作
で
テ
レ
ビ
埼
玉
の
広
報
担
当
者
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
番
組
の
字
幕

化
の
展
望
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　「
音
声
を
文
字
化
す
る
動
き
」
の
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
私
た
ち
の
願
い
で
あ

る
。
そ
し
て
授
業
中
、
ノ
ー
ト
テ
ー
カ
ー
の
皆
さ

ん
の
手
に
よ
っ
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
映
し
出
さ
れ

る
先
生
の
講
義
の
内
容

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

は
、「
テ
レ
ビ
に
映
し

出
さ
れ
る
字
幕
」
と
似

て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
埼
玉
の
学
外

授
業
に
2
名
の
手
話
通

訳
を
つ
け
て
い
た
だ
い

た
大
学
の
対
応
に
感
謝

し
つ
つ
、
総
合
的
な
受

講
環
境
の
一
層
の
整
備

を
切
望
し
て
い
る
。
ま

た
多
く
の
学
生
に
ノ
ー

ト
テ
イ
ク
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
い
、
健
聴

者
、
聴
覚
障
害
者
が
と

も
に
支
え
、
学
び
合
う

共
生
社
会
の
実
現
を
一

日
も
早
く
願
っ
て
い

る
。

共生社会目指して
ノートテイカーに応募を

　
本
学
で
は
聴
覚
障
害
が
あ
る
学
生
が
５
名
在
籍

し
、
日
々
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。
私
も
そ
の
１
人
。

　
聴
覚
障
害
者
に
と
っ
て
音
声
の
講
義
は
口
唇
の

読
み
取
り
や
判
断
が
難
し
い
。
そ
こ
で
頼
り
に
な

る
の
が
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
だ
。
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
は

２
人
１
組
と
な
っ
て
聴
覚
障
害
学
生
の
両
脇
に
座

り
、
交
代
で
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
を
行
う
。
教
員
が
話メディアコミュニケーション学科２年　宍戸　彩

　
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
の

事
故
後
、
福
島
県
双
葉
町
か
ら

加
須
市
に
避
難
し
て
い
る
人
た

ち
と
の
交
流
を
兼
ね
た
「
ク
リ

ス
マ
ス
ロ
ー
ル
フ
ェ
ス
」
が
昨

年
12
月
22
日
に
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

で
開
か
れ
た
。

　
避
難
者
支
援
に
取
り
組
む

N
P
O
法
人
「
加
須
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
で
活
動
す
る
人
た

ち
を
招
き
、
J
和
太
鼓
部
や
筝

曲
部
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
コ

ー
ラ
ス
部
や
児
童
教
育
学
科
に

よ
る
合
奏
な
ど
で
歓
迎
し
た
。

　
双
葉
町
の
方
々
は
、
故
郷
の

味
を
守
ろ
う
と
い
う
思
い
で
作

詞
、
作
曲
さ
れ
た
「
茶
ま
ん
じ

ゅ
う
マ
ン
音
頭
」
を
披
露
。
他
方
、
被
災
地
支
援
に
取

り
組
む
ゾ
ウ
キ
リ
ン
く
ら
ぶ
、
さ
つ
ま
い
も
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
か
か
わ
る
学

生
ら
が
活
動
を
紹
介
し

た
り
、
活
動
で
得
た
売

上
金
を
寄
付
す
る
な
ど

し
た
。

　
そ
の
後
、
ロ
ー
ル
ケ

ー
キ
に
「
事
故
を
風
化

さ
せ
な
い
」
と
い
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込

み
、
双
葉
町
の
人
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
た
。

双葉町からの避難者と交流
「風化させない」の決意を込め

クリスマスロールフェス

宍戸さん

粕谷さん熊谷さん中島さん

PCテイクを受ける様子
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私
は
8
月
末
に
４
日
間
、
留
学
生
の

友
達
2
人
と
沖
縄
へ
旅
行
し
た
。
沖
縄

の
青
い
海
で
泳
い
だ
り
、
名
産
品
を
食

べ
た
り
し
た
。

　
沖
縄
は
電
車
が
少
な
い
し
、
行
楽
地

と
行
楽
地
の
間
の
距
離
が
長
い
。
車
が

な
い
と
本
当
に
不
便
な
と
こ
ろ
だ
。
も

っ
と
も
私
た
ち
一
行
は
、
車
が
借
り
た

く
て
も
運
転
免
許
を
持
っ
て

い
な
い
の
で
、
車
で
の
旅
を

考
え
て
も
意
味
は
な
い
。
そ

う
い
う
わ
け
で
、
海
洋
博
の

開
催
地
だ
っ
た
「
沖
縄
美
ら

海
水
族
館
」
や
「
蝶
の
博
物

館
」
も
周
遊
コ
ー
ス
に
入
っ

た
バ
ス
旅
行
が
一
番
と
割
り

切
っ
て
、
朝
９
時
か
ら
夕
方

５
時
ま
で
８
時
間
、
東
京
で

は
味
わ
え
な
い
沖
縄
の
自
然

を
満
喫
し
た
。

　
翌
日
は
宿
泊
し
て
い
る
恩
納
村
の
ホ

テ
ル
に
近
い
海
で
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ

ン
グ
。
透
き
通
っ
た
青
い
海
で
た
く
さ

ん
の
魚
を
み
た
。
赤
、
オ
レ
ン
ジ
、
緑

…
…
南
の
海
の
中
は
と
て
も
カ
ラ
フ
ル

で
面
白
い
。
泳
げ
な
い
私
も
装
備
を
付

け
て
水
中
を
ス
イ
ス
イ
泳
ぎ
回
る
こ
と

が
で
き
た
。
結
局
、
ホ
テ
ル
に
い
た
の

は
4
日
間
の
う
ち
3
日
間
。
今
日
も
ゆ

っ
く
り
、
明
日
も
ゆ
っ
く
り
。
こ
の
ス

ロ
ー
テ
ン
ポ
の
時
間
が
沖
縄
の
旅
の
最

高
の
思
い
出
に
な
っ
た
。

　
沖
縄
限
定
の
食
べ
物
の
多
さ
に
感
激

し
た
。
ム
ラ
サ
キ
芋
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
も
食
べ
た
。

　
で
も
、
柔
ら
か
く
て
味
が
濃
い
豚
足

の
味
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
豚
足
は
レ
ス

ト
ラ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
の

お
で
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
あ
っ
た
。
こ

ち
ら
は
2
0
0
円
ほ
ど
の
安
さ
で
、
旅

行
中
、
毎
日
、
ホ
テ
ル
の
中
で
、
み
ん

な
で
一
緒
に
食
べ
た
。

　
飛
び
回
る
旅
も
い
い
け
れ
ど
も
、
一

カ
所
に
長
く
留
ま
る
旅

も
よ
い
も
の
だ
。「
せ

か
せ
か
し
た
東
京
よ

り
、
じ
っ
く
り
腰
を
落

ち
着
け
た
旅
の
方
が
本

当
の
日
本
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
」。
羽
田
に

つ
い
て
、
心
の
底
か
ら

そ
う
思
っ
た
。

　
春
期
・
秋
期
２
回
の
募
集
体

制
を
取
っ
て
い
る
留
学
生
別
科

に
は
、
今
年
１
月
現
在
70
名
が

日
本
語
と
日
本
文
化
理
解
の
授

業
に
出
席
し
、
27
年
度
以
降
の

十
文
字
学
園
女
子
大
学
を
中
心

と
し
た
大
学
進
学
を
目
指
し
て

い
る
。

　
こ
の
う
ち
26
年
秋
か
ら
の
別

科
新
入
生
は
、
21
名
（
中
国
20

名
、
ベ
ト
ナ
ム
１
名
）
で
、
協

定
校
か
ら
15
名
が
入
学
し
た
。

（
中
華
女
子
学
院
７
名
、
深
圳

職
業
技
術
学
院
４
名
、
青
島
職

業
技
術
学
院
３
名
、
安
徽
外
国

語
学
院
１
名
）

　
ま
た
、
一
昨
年
秋
に
別
科
に

入
学
し
１
年
間
日
本
語
を
勉
強

し
て
修
了
を
認
め
ら
れ
た
「
修

了
生
」は
23
名
。こ
の
う
ち
帰
国

者
ら
５
名
を
除
く
18
名
は
「
別

科
延
長
コ
ー
ス
」へ
進
み
、十
文

字
学
園
女
子
大
学
等
へ
の
進
学

を
視
野
に
、
さ
ら
に
日
本
語
と

日
本
文
化
理
解
に
励
ん
で
い

る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
留
学
生
別
科

で
学
ぶ
留
学
生
の
在
籍
数
は
、

平
成
26
年
春
期
入
学
者
31
名
と

合
わ
せ
て
70
名
と
な
る
。（
内

訳
は
中
国
67
名
、
ベ
ト
ナ
ム
２

名
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
１
名
）

　
2
0
1
4
年
12
月
5
日
、
清
瀬
市
立
第
四
小
学
校
の

全
校
集
会
に
十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
留
学
生
が
招
か

れ
、
中
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
大
学
院
生
・
別
科

生
合
わ
せ
て
7
名
が
、
約
2
7
0
人
の
児
童
ら
に
自
国

の
民
族
舞
踊
や
楽
器
に
よ
る
演
奏
を
披
露
し
た
。

　
歓
迎
集
会
で
は
、
児
童
が
体
育
館
で
ア
ー
チ
を
つ
く

っ
て
留
学
生
を
出
迎
え
、
佐
藤
伸
彦
校
長
が
「
国
同
士

が
仲
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
お
互
い
の
国
の
文
化
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
挨
拶
し
、
留
学
生
は
自
己
紹

介
の
中
で
、
日
本
で
勉
強
し
な
が
ら
実
感
し
て
い
る
和

菓
子
の
美
味
し
さ
や
食
事
の
魅
力
な
ど
に
触
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
留
学
生
は
国
ご
と
に
3
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
笛
の
演
奏
な
ど
を
披
露
し
た
ほ
か
、
民

族
衣
装
や
特
産
品
菓
子
（
台
湾
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ケ
ー

キ
）
の
紹
介
を
日
本
語
で
行
い
、
会

場
の
拍
手
を
浴
び
た
。

　
各
教
室
に
分
か
れ
た
交
流
学
習
の

部
で
は
、
留
学
生
が
演
壇
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
母
国
語
に
よ
る
簡
単
な
挨
拶
の

言
葉
を
児
童
に
教
え
、
国
旗
や
そ
の

国
の
自
然
、
特
産
品
の
写
真
を
使
っ

た
ク
イ
ズ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　
今
回
の
訪
問
は
留
学
生
達
に
も
、

日
本
の
小
学
校
教
育
を
知
る
良
い
経

験
と
な
り
、
留
学
生
別
科
の
カ
イ
セ

イ
さ
ん
は
「
小
学
生
と
の
触
れ
合
い

の
中
で
、
中
国
と
日
本
の
教
育
の
違

い
を
感
じ
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
」
と
話
し
た
。�

（
カ
ク
ト
ウ
ト
ウ
）

ト
ウ
セ
ツ
バ
イ
さ
ん

（
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年
）

トウさんの旅沖縄４日間……
スローテンポの思い出

70名（１月現在）が留学生別科で
日本語と文化理解を勉強中

7
人
の
留
学
生
が
清
瀬
市
立
第
四
小
を
訪
問

２
７
０
人
の
児
童
と
国
際
交
流

理事長・学長に出席いただき行われた「入学および終了を祝う会」2014年9月16日

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
で

14
14

　
夏
休
み
に
北
海
道
に
５
日
間
の
旅
行

に
行
っ
た
。
飛
行
機
で
札
幌
に
到
着

し
、
蒸
し
暑
い
東
京
よ
り
す
ご
く
涼
し

い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
大
き
な
通
り
は

み
な
碁
盤
の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
か

ら
、
道
に
迷
う
こ
と
も
な
い
。
有
名
な

札
幌
ラ
ー
メ
ン
も
、
と
て
も
お
い
し
か

っ
た
。

　
札
幌
駅
か
ら
小
樽
駅
ま
で
J
R
の
電

車
に
乗
っ
た
ら
た
っ
た
40
分
で
到
着

し
、
便
利
だ
っ
た
。
小
樽
市
は
古
い
静

か
な
都
市
だ
と
思
っ
た
。
ち
な
み
に
、

タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
は
4
0
0
円
代

で
、
安
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
小
樽
と

い
え
ば
、
小
樽
運
河
が
観
光
ス
ポ
ッ

ト
。
昼
で
あ
ろ
う
と
夜
で
あ
ろ
う
と
、

そ
こ
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
周
り
に
小
樽

運
河
食
堂
を
は
じ
め
、
寿
司
屋
さ
ん
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
な
ど
も
並

ぶ
。
夏
の
夜
に
恋
人
と
手
を
つ
な
ぎ
な

が
ら
、
小
樽
運
河
を
歩
く
こ
と
は
ま
さ

に
「
癒
し
の
時
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
北
海
道
の
西
方
に
向
か
う
と
着
い
た

の
は
登
別
だ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
温

泉
に
は
入
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

「
登
別
温
泉
地
獄
谷
」
巡
り
は
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
っ
た
。
地
熱
で
あ
ち
こ
ち
蒸

気
が
ゆ
ら
ゆ
ら
噴
き
上
げ
て
、
山
や
空

ま
で
ぼ
ん
や
り
と
か
す
ん
で
見
え
て
い

た
。
硫
黄
の
匂
い
が
強
く
て
、
鼻
の
あ

た
り
が
少
し
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
地
獄
谷
の
石
は
赤
く
な
っ
て
、
煙

も
上
が
っ
て
い
た
。
も
し
、
自
分
の
目

で
こ
れ
を
見
な
か
っ
た
ら
、
人
の
話
や

映
像
で
は
「
地
獄
谷
」
の
名
前
が
ど
う

し
て
付
い
た
か
、
実
感
が
伴
わ
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。

　
旅
の
最
後
は
、
函
館
だ
っ
た
。
夜
の

観
光
は
、
世
界
屈
指
の
夜
景
が
見
ら
れ

る
函
館
山
。
観
覧
車
に
乗
っ
て
頂
上
に

着
い
た
。
湖
や
華
や
か
な
夜
景
の
美
し

さ
に
私
も
う
っ
と
り
し
、
旅
情
を
か
き

立
て
ら
れ
た
。
真
夏
な
の
に
頂
上
は
寒

か
っ
た
。
冬
が
近
く
感
じ
た
。
楽
し
い

時
は
い
つ
も
時
間
が
早
く
過
ぎ
て
し
ま

う
。

　
大
好
き
な
北
海
道
の
旅
は
、
５
日
間

で
は
全
然
足
り
な
い
と
思
っ
た
。
機
会

が
あ
れ
ば
、
今
度
は
ぜ
ひ
雪
の
世
界
を

見
に
行
き
た
い
。

留学生に旅行ブーム

北海道５日間……
小樽運河で心いやす

カクさんの旅

　「クールジャパンのおもてなし」に魅了されるのだろう
か、十文字学園女子大学への留学生の間で旅行ブームが起
きている。特にこの夏は、京都や大阪からさらに足をのば
して沖縄や北海道へ出かける留学生が増え、昨年の夏休み
明けのキャンパスはその土産話でもちきり。以下は日本文
化理解に一役買う十文字の留学生の旅行レポート――

十文字の留学生に
　旅行ブーム到来！？

カ
ク
ト
ウ
ト
ウ
さ
ん

（
北
京
語
言
大
学
の
交
換
留
学
生
）

十 文 字 国 際 二 ュ ー ス

夜景が美しい函館の街を撮影
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学
生
が
企
画
か
ら
実
行
ま
で
主

体
的
、
創
造
的
に
活
動
す
る
「
十

文
字
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
２

０
１
４
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。大
学
生
活
を
よ
り
充
実
し
た
も

の
に
す
る
た
め
に
大
学
が
活
動
費

な
ど
を
支
援
す
る
新
た
な
試
み
だ
。

　
初
年
度
は
、
埼
玉
県
小
川
町
で

ユ
ズ
を
活
用
し
て
地
域
活
性
化
を

図
る
「
ゆ
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、

学
内
で
制
作
活
動
の
発
表
の
場
を

設
け
る
「
サ
ロ
ン
・
ド
・
ア
フ
タ
ー

フ
ァ
イ
ブ
」
な
ど
四
つ
の
企
画
が

採
択
さ
れ
た
。

　「
サ
ロ
ン
…
」
の
企
画
は
、
学
生

　
２
０
１
４
年
11
月
26
日
午
後
５
時
８
分
、
日
が
暮
れ
た
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
い
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
中
央
部
の
大
ケ

ヤ
キ
か
ら
発
し
た
ブ
ル
ー
の
光
が
空
を
染
め
て
樹
下
の
３
人
の
女
性
の

演
奏
を
か
た
ど
っ
た
白
い
光
と
競
演
。
附
属
幼
稚
園
側
か
ら
は
赤
と
白

の
楕
円
形
の
光
、
そ
し
て
図
書
館
側
に
は
本
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
プ
ラ
ス
ち
ゃ
ん
」、
図
書
館
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
も
っ
く
ん
」、

新
座
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゾ
ウ
キ
リ
ン
」
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
仲
良
く
並
ん
だ
。

　「
Ｊ 

Ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
も
と
に
学
生
、
教
職
員
、
地
域
の
人
た
ち
が
集
い
、
そ
の
「
交

差
点
」
と
な
る
願
い
を
込
め
て
企
画
さ
れ
、
１
月
26
日
ま
で
点
灯
さ
れ

た
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
後

の
点
灯
と
同
時
に
、
集
ま

っ
た
学
生
、
教
職
員
、
近

隣
の
人
た
ち
や
児
童
ら
は

歓
声
を
上
げ
、
そ
の
美
し

さ
を
ス
マ
ホ
な
ど
で
写
真

に
収
め
て
い
た
。

が
中
心
と
な
っ
て
制
作
し
た
音
楽

や
映
像
作
品
を
年
４
回
、
発
表
す

る
場
を
つ
く
る
と
い
う
も
の
。
11

月
10
日
夕
方
に
開
か
れ
た
「
サ
ロ

ン
・
ド
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
で

は
本
学
講
師
の
久
保
田
葉
子
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
と
学
生
２
人
に
よ
る
絵

本
朗
読
を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
企
画
を
披
露
。
司
会
は
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
る
学
生
が

担
当
し
た
。

　
２
月
に
は
各
企
画
の
活
動
を
ま

と
め
た
成
果
報
告
会
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
元
気
な
学
生
の
姿
が
見

ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
学
生
対
象
に
実
施
し
た
授
業
ア
ン
ケ

ー
ト
を
普
段
の
授
業
に
生
か
す
目
的

で
、
11
月
25
日
、
学
生
と
教
職
員
が
一

堂
に
会
し
て
意
見
交
換
す
る
交
流
会
が

開
か
れ
た
。
横
須
賀
薫
学
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
学
生
と
教
職
員
が
一
緒
に
な

っ
て
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
取
り

組
み
、
活
発
に
意
見
交
換
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
学
生
の
意
見
や
要

望
を
授
業
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
前

期
・
後
期
終
了
時
に
実
施
し
て
い
る
。

　
12
月
４
日
、
2
回
目
と
な
る
Ｘ
ｍ

ａ
ｓ
コ
ン
サ
ー
ト
が
図
書
館
２
階
で

行
わ
れ
た
。

　
西
尾
雅
恵
先
生
（
歌
）、
菅
谷
圭
先

生
（
伴
奏
）
の
２
人
が
出
演
し
、
教

職
員
や
学
生
約
1
0
0
人
が
参
加
し

た
。

　
最
初
に
２
人
の
先
生
が
「
ア
ヴ

ェ
・
マ
リ
ア
」「
い
つ
も
何
度
も
」「
ア

メ
ー
ジ
ン
グ
·
グ
レ
イ
ス
」
を
独

奏
、
そ
の
あ
と
児
童
教
育
学
科
の
学

生
た
ち
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
が
加
わ
っ

た
。
西
尾
先
生
に
合
わ
せ
参
加
者
が

一
緒
に
歌
う
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰

囲
気
が
一
気
に
醸
し
出
さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
人
か
ら
は
「
素
敵
な
歌

声
を
聞
い
て
癒
さ
れ
た
」「
学
生
の

頑
張
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。（

チ
ョ
ウ
マ
ン
カ
）

授
業
に
つ
い
て
学
生
と

教
職
員
が
意
見
交
換

図書館にクリスマスソング響く 元気な学生になろう
支援制度がスタート
十文字元気プロジェクト

クリスマスコンサート

元気プロジェクトとしてピアノコンサートを開催

ス
イ
ー
ツ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

教
職
員
、地
域
の
人
々
の「
交
差
点
」に

クリスマスの雰囲気があふれた
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8
月
の
炎

天
下
の
中
、

2
日
間
に
渡

っ
て
行
わ
れ

た
十
文
字
カ

ッ
プ
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
レ
ベ
ル
が
さ
ら

に
上
が
っ
た
と
感
心
す
る
こ
と
ば
か
り
で

し
た
。

　
今
年
は
試
合
方
式
が
11
人
制
か
ら
8
人

制
に
変
わ
る
と
い
う
大
き
な
変
更
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ス
ペ
ー
ス
が

で
き
た
分
、
勝
つ
た
め
に
ど
の
よ
う
に
ボ

ー
ル
を
運
ぶ
か
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム

に
工
夫
が
見
え
ま
し
た
。
加
え
て
年
々
レ

ベ
ル
が
上
が
る
個
人
プ
レ
ー
に
も
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
1
年
W
杯
優
勝
、
2
0
1
4
年

Ｕ
−17
世
代
（
リ
ト
ル
な
で
し
こ
）
W
杯

優
勝
と
続
き
、
テ
レ
ビ
で
女
子
サ
ッ
カ

ー
を
見
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
に
は
具
体
的
な
目
標
や
見
本

が
で
き
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た

は
ず
で
す
。
十
文
字
カ
ッ
プ
は
、
テ
レ

ビ
で
見
る
大
会
か
ら
比
べ
れ
ば
小
さ
な

大
会
で
す
が
、
ど
の
選
手
も
こ
う
い
っ

た
小
さ
な
大
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
経
験
す
る
失
敗
や
成
功

か
ら
自
分
の
サ
ッ
カ
ー
を
見
つ
け
、
磨

い
て
い
っ
た
の
で
す
。

　「
自
分
は
ま
だ
う
ま
く
な
れ
る
！
」

そ
う
思
っ
て
日
々
の
練
習
に
こ
れ
か
ら

励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

今
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
こ
の
環
境
が
保

護
者
、
指
導
者
の
協
力
の
も
と
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
感
謝

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

戸木南ボンバーズが
十文字カップジュニアサッカー大会

3連覇

　
関
東
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
３
部
に
所
属

す
る
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
昨
年
に
続
き
３
部
優

勝
を
果
た
し
た
。
昨
年
は
入
れ
替
え
戦
で
引
き
分

け
と
な
り
２
部
昇
格
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今
年

は
念
願
の
２
部
昇
格
を
見
事
果
た
し
た
。

　
11
月
に
２
部
昇
格
を
横
須
賀
学
長
に
報
告
し
た

旧
キ
ャ
プ
テ
ン
の
藤
井
沙
也
香
さ
ん
（
食
物
栄
養

学
科
４
年
）
は
、「
昨
年
は
悔
し
い
思
い
を
し
た

が
、
今
年
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
た
結

果
、
目
的
が
果
た
せ
よ
か
っ
た
」
と
話
し
、
新
キ

ャ
プ
テ
ン
の
伊
藤
千
晶
さ
ん
（
幼
児
教
育
学
科
２

年
）
は
「
２
部
昇
格
に
満
足
せ
ず
、
１
部
昇
格
と

優
勝
、
さ
ら
に
は
全
国
一
を
目
指
せ
る
チ
ー
ム
に

し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

大学サッカー部
念願の２部昇格果たす

十文字カップ　講評
十文字中高サッカー部顧問　武岡イネス恵美子さん

　
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
、
発
展
に
貢
献
し
関

東
近
県
チ
ー
ム
の
交
流
を
目
的
に
し
た「
十
文

字
学
園
杯
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
招
待
大

会
」（
通
称・
十
文
字
カ
ッ
プ
）
の
15
回
目
と
な

る
大
会
が
８
月
２
、
３
日
に
本
学
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
８
人
制
と
な
っ
た
今
大
会
に
は
関
東
近
県
か

ら
12
チ
ー
ム
が
出
場
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
予

選
リ
ー
グ
と
順
位
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
戦
っ

た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
技
術
進
歩
が
著
し
い

と
関
係
者
が
言
う
よ
う
に
、
攻
守
に
フ
ァ
イ
ン

プ
レ
ー
が
続
出
し
、
き
ん
差
の
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。戸
木
南
ボ
ン
バ
ー
ズ
F
C（
埼
玉
）

が
１
位
と
な
り
、
大
会
３
連
覇
の
偉
業
を
達
成

し
た
。
２
位
は
川
越
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
S
C
、
３

位
は
東
大
宮
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
だ
っ
た
。

　
昨
年
同
様
、十
文
字
中
学・高
校
、大
学
の
サ

ッ
カ
ー
部
員
が
運
営
の
裏
方
を
務
め
、
大
会
成

功
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

中高大サッカー部員が大会支える

本学サッカー部のみなさん
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　「
内
定
お
め
で
と
う
。
医
療
関
係
の
お
仕
事
は

大
変
で
す
が
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
浦
和
学

院
と
十
文
字
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
頑
張
っ

て
！
」

　
心
臓
専
門
医
と
し
て
も
有
名
な
小
沢
友
紀
雄
校

長
に
就
職
成
就
の
報
告
を
し
た
と
こ
ろ
、
ご
家
族

の
よ
う
に
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
母
校

の
宝
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
精
神
」
な
の
だ
、
と
胸
が
熱

く
な
っ
た
。

　
思
え
ば
、
今
や
甲
子
園
の
強
豪
に
数
え
ら
れ
る

野
球
部
も
、
こ
の
〝
家
族
愛
〟
で
大
き
く
な
っ
た
。

卒
業
生
や
保
護
者
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
応
援

が
、
選
手
の
背
中
を
押
し
、
絶
対
勝
ち
残
る
自
信

　
３
年
ぶ
り
に
訪
問
し
た
母
校
、
春
日
部
東
高
校

は
在
学
時
と
変
わ
ら
ず
校
訓
「
文
武
両
道
」
が

隅
々
ま
で
浸
透
し
て
い
た
。

　
ま
ず
、
正
門
を
入
っ
た
瞬
間
に
目
に
つ
く
の

は
、
東
高
方
式
と
で
も
い
え
る
き
ち
ん
と
整
列
さ

が
皆
の
心
に
沁
み
込
ん
で
い
る
の
だ
。

　
強
く
な
っ
た
原
因
は
、
周
り
の
人
を
巻
き
込
ん

で
作
ら
れ
て
ゆ
く
「
一
体
感
」
に
あ
る
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
私
も
甲
子
園
応
援
組
の
一
人
だ
っ
た
。

「
現
役
生
徒
も
最
低
一
人
一
回
は
甲
子
園
に
行
け

る
く
ら
い
野
球
部
は
強
く
な
り
ま
し
た
よ
」。
小

沢
校
長
の
誇
ら
し
さ
も
私
の
笑
み
も
一
体
だ
。

　
母
校
は
、国
際
交
流
に
も
特
色
が
あ
る
。修
学
旅

行
中
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
家
族
と
生
活
を
共
に

す
る
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
が
組
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

　「
日
が
経
つ
に
つ
れ
滞
在
先
の
家
族
と
す
っ
か

り
打
ち
解
け
、
最
終
日
は
別
れ
が
悲
し
く
な
り
ま

し
た
」。
高
校
時
代
の
記
憶
を
手
繰
る
私
に
、
小
沢

校
長
が
助
言
し
く
れ
た
の
は
、「
相
手
か
ら
返
信

が
な
く
て
も
手
紙
は
出
し
続
け
な
さ
い
。
や
が
て

心
が
通
い
ま
す
」
と
の
継
続
の
ス
ス
メ
だ
っ
た
。

皆
が
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
を
目
指
す
母
校
の
き
め
細
か

な
校
風
は
社
会
に
出
る
私
の
応
援
団
だ
。

れ
た
自
転
車
置
き
場
。
細
か
い
と
こ
ろ
に
ま
で
ル

ー
ル
を
守
る
生
徒
の
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
校
内
で
す
れ
違
う
生
徒
は
皆
、
元
気
に
挨
拶
を

し
て
く
れ
る
。
礼
ま
で
し
て
挨
拶
を
す
る
野
球
部

員
。
春
の
選
抜
高
校
野
球
21
世
紀
枠
の
推
薦
候
補

に
な
っ
た
理
由
が
分
か
る
気
が
し
た
。

　
私
が
訪
問
し
た
の
は
６
限
目
の
授
業
が
終
わ
り

か
け
の
時
間
帯
だ
っ
た
。
校
内
清
掃
が
す
み
、
放

課
後
に
な
る
と
廊
下
や
教
室
で
自
習
に
励
む
生
徒

や
職
員
室
の
前
で
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る

生
徒
の
姿
が
目
に
留
ま
る
。
思
い
返
し
て
み
れ
ば

私
も
、
先
生
に
廊
下
で
小
論
文
を
批
評
し
て
も
ら

い
、
進
路
の
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
い
た
。「
生

徒
が
熱
心
だ
か
ら
先
生
も
熱
心
に
教
え
ら
れ
る
」。

青
木
一
男
教
頭
先
生
の
言
葉
に
納
得
し
た
。

　
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
校
舎
５
階
の
図
書
室
も

生
徒
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
配
慮
が
行
き
届
い
て

い
た
。

　
他
方
、
校
庭
や
体
育
館
で
は
運
動
部
が
練
習
に

励
ん
で
い
た
。
生
徒
は
練
習
中
で
も
挨
拶
は
欠
か

さ
ず
、
真
剣
な
様
子
で
練
習
し
て
い
た
。
校
舎
内

に
飾
ら
れ
た
賞
状
の
多
さ
は
日
頃
の
努
力
の
結
果

な
の
だ
ろ
う
。

　
卒
業
生
と
し
て
訪
ね
た
母
校
。
今
の
私
の
「
根

っ
子
」
は
こ
こ
に
あ
る
の
だ
な
と
あ
ら
た
め
て
思

っ
た
。

私
立
浦
和
学
院
高
校

埼
玉
県
立
春
日
部
東
高
校

皆がワンランク上を
目指す「家族愛」が原点

　十
文
字
学
園
女
子
大
学
で
は
、埼
玉
な
ど
首
都
圏
や
全
国・世
界
の
高
校
か
ら

集
ま
っ
た
学
生
が
勉
学
や
部
活
動
に
励
み
、
就
活
に
汗
を
流
し
て
い
る
。
そ
の

忙
し
い
日
々
に
、
ふ
と
思
い
出
す
の
は
、
自
分
を
大
学
に
送
り
出
し
て
く
れ
た

母
校
の
こ
と
だ
。
十
文
字
生
よ
！
　し
ば
し
時
を
止
め
、
青
春
の
原
点
だ
っ
た

高
校
時
代
を
振
り
返
っ
て
大
学
で
の
我
が
身
の
成
長
を
確
か
め
、
学
園
歌
の
よ

う
に「
世
の
中
に
立
ち
て
甲
斐
あ
る
」志
を
奮
い
立
た
せ
よ
う
。（
50
音
順
）

母
校

麗
し

原
田
紗
帆

（
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年
）

清
水
美
沙
（
生
活
情
報
学
科
４
年
）

う
る
わ

「生徒が熱心だからいい」
教頭先生の言葉に感激

就職内定を喜んでくださった小沢校長先生

青
木
教
頭
先
生
（
左
）
と
中
央
は
同
行
取
材
の

春
日
部
東
高
校
同
期
の
坂
田
佑
莉
さ
ん

恩
師
と
ば
っ
た
り

整頓された自転車（上）
魅力あふれる図書館（下）
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18

　
宮
城
県
岩
沼
市
が
被
災
し
た

沿
岸
集
落
の
跡
地
に
震
災
が
れ

き
な
ど
を
使
っ
て
築
造
し
た

「
千
年
希
望
の
丘
」
の
緑
化
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
同
市
か
ら
本
学
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。
昨
年
11
月
１
日
に
同
市
で
開
催
さ
れ
た
式
典
に
横
須
賀
薫
学

長
が
出
席
し
、
菊
地
啓
夫
市
長
か
ら
感
謝

状
を
受
け
取
っ
た
。
朝
日
新
聞
社
主
催
の

「
緑
の
バ
ト
ン
運
動
」
に
本
学
も
協
力
し
、

教
職
員
や
学
生
有
志
が
１
年
か
け
て
育
て

た
苗
木
約
２
４
０
本
を
植
樹
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
。
６
月
に
千
年
希
望
の
丘
で

開
か
れ
た
植
樹
祭
に
、
横
須
賀
学
長
は
じ

め
教
職
員
や
学
生
ら
が
参
加
し
、
持
参
し

た
苗
木
を
植
樹
し
た
。

�

（
ヨ
ウ
リ
ュ
ウ
）

　
師
走
に
入
っ
た
12
月
３
日
〜
５
日
に
、
図
書
館
に
か
わ
い
ら
し
い
女
子
中

学
生
２
人
の
姿
が
あ
っ
た
。
新
座
市
立
第
四
中
学
校
か
ら
依
頼
さ
れ
本
学
で

初
め
て
取
り
組
ん
だ
中
学
生
対
象
の
「
職
場
体
験
学
習
」に
参
加
し
た
同
中

２
年
の
澤
邊
夕
海
さ
ん
と
新
倉
百
葉
さ
ん
だ
。（
写
真
）

　
様
々
な
職
場
を
体
験
し
、
社
会
を
知
る
た
め
に
取
り
組
ま
れ
る
職
場
体

験
。
本
学
も
今
年
か
ら
初
め
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
め
、
図
書
館
職
員
ら

が
全
面
協
力
し
た
。

　
２
人
の
中
学
生
は
、
職
員
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
図
書
装
丁
作
業
や

書
架
整
理
、カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
な
ど
を
体
験
。ま
た
、石
川
敬
史
講
師
が
担
当

す
る
「
読
書
入
門
」
の
授
業
を
受
け
る
な
ど
充
実
し
た
3
日
間
を
過
ご
し
た
。

　
澤
邊
さ
ん
は
「
大
好
き
な
本
に
囲
ま

れ
た
仕
事
が
で
き
楽
し
か
っ
た
。
こ
の

体
験
を
図
書
委
員
と
し
て
生
か
し
た

い
」、
新
倉
さ
ん
は
「
ど
う
し
た
ら
み
ん

な
に
本
を
読
ん
で
も
ら
え
る
か
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
参
考
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
語

っ
た
。

中
学
生
が
図
書
館
業
務
を
体
験

大
学
初
の
職
場
体
験
を
受
け
入
れ

岩
沼
市
か
ら
感
謝
状

菊
地
市
長
か
ら
感
謝
状
を

受
け
取
る
横
須
賀
学
長
（
左
）

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
株
式
会
社
に
入
社
し
て
一
年
目
の
加
藤

さ
ん
は
、
目
下
、
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
を
対
象
に
、
旅
行
の

企
画
・
添
乗
・
営
業
な
ど
を
精
力
的
に
こ
な
し
て
い
る
。

　
旅
行
会
社
を
就
職
先
に
選
ん
だ
の
は
、松
永
修
一
先
生
ら
と
夏
休

み
に
タ
イ
を
旅
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
現
地
の
言
葉
は
分
か
ら

な
か
っ
た
が
、「
片
言
で
も
一
日
に
必
ず
一
人
に
話
し
か
け
る
こ
と

を
実
行
し
た
お
か
げ
で
今
で
も
連
絡
を
取
り
あ
っ
て
い
る
友
人
が

い
ま
す
」と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　「
旅
行
と
は
、
行
っ
て
楽
し
い
も
の
、
人
と
会
っ
て
楽
し
い
も

の
。
そ
し
て
新
し
い
繋
が
り
が
生
ま
れ
る
か
ら
ま
た
楽
し
い
も

の
」。
以
来
、
そ
ん
な
旅
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、
気
が
付
い
た
ら

自
分
自
身
が
旅
人
の
案
内
役
に
な
っ
て
い
た
。

　
仕
事
先
で
は
、
３
年
生
の
時
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
教
わ
っ

た
編
集
技
術
や
ゼ
ミ
で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
経
験
が
、
想
像
以
上

に
た
め
に
な
っ
て
い
る
。

　「
自
由
な
時
間
が
あ
る
大
学
時
代
に
、
私
の
よ
う
に
何
か
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
」。
加
藤
さ
ん
の
こ
の
ひ
と
言

が
と
て
も
印
象
に
残
っ
た
。
学
生
時
代
は
迷
う
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
う
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
時
こ
そ
一
人
旅
で
も
い
い
か
ら

ど
こ
か
に
私
も
行
っ
て
み
よ
う
か
な
。「
そ
こ
で
、
新
し
い
自
分

の
価
値
観
と
出
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
自
分
の
夢
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
分
か
る
」。
は
つ
ら
つ
と
女
子
力
の
自
己
啓
発
を
促
す
先

輩
の
後
に
つ
い
て
行
こ
う
。（
坂
田
佑
莉
）

テ
イ
ゲ
イ
カ
さ
ん

社
会
情
報
学
部
社
会
情
報
学
科

　平
成
23
年
度
卒

時
間
が
あ
る
時
こ
そ

チ
ャ
レ
ン
ジ
を

社
会
情
報
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

平
成
25
年
度
卒

加
藤
里
絵
さ
ん

　
中
国
の
短
大
を
卒
業
し
十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
別
科
を
経

て
2
0
1
2
年
、
本
学
社
会
情
報
学
科
を
卒
業
し
た
テ
イ
ゲ
イ

カ
さ
ん
（
中
国
山
東
省
出
身
）
は
、
そ
の
後
早
稲
田
大
学
大
学

院
（
人
間
科
学
研
究
科
）
で
修
士
課
程
を
修
了
し
、
今
、
埼
玉
県

熊
谷
で
知
人
と
起
業
し
た
中
古
自
動
車
輸
出
会
社
の
総
務
部
長

と
し
て
最
前
線
に
立
つ
。

　
テ
イ
ゲ
イ
カ
さ
ん
に
は
、
日
本
に
来
る
前
、
中
国
で
勤
め
た

日
系
企
業
時
代
の
苦
い
経
験
が
あ
る
。
会
話
す
る
相
手
が
中
国

人
で
、
日
本
語
で
話
し
合
う
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

悔
し
さ
と
日
本
語
を
上
手
に
な
り
た
い
気
持
ち
が
十
文
字
を
目

指
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
十
文
字
時
代
は
、
そ
の
悔
し
さ
を
消
し
去
り
新
た
な
目
標
を

立
て
る
バ
ネ
に
な
っ
た
。「
日
本
人
の
先
生
、
日
本
人
の
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
話
せ
る
環
境
が
良
か
っ
た
」。
日
本

人
の
学
生
に
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
討

論
し
た
り
、
学
園
祭
で
協
力
し
合
っ
た
り
す
る

日
々
。
そ
の
積
み
重
ね
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
米
山
記

念
奨
学
金
を
受
け
る
下
地
に
な
り
、
国
際
舞
台
で

活
躍
し
た
い
希
望
に
つ
な
が
っ
た
。「
ポ
ジ
デ
ィ

ブ
思
考
で
行
動
す
れ
ば
ど
ん
な
環
境
も
成
長
の

場
に
変
わ
る
。
何
が
あ
っ
て
も
成
長
に
繋
が
る
。

戦
っ
て
こ
そ
勝
つ
、
み
ん
な
も
頑
張
っ
て
ね
」。

お
姉
さ
ん
の
よ
う
な
優
し
さ
で
テ
イ
ゲ
イ
カ
さ

ん
は
励
ま
し
て
く
れ
た
。
テ
イ
ゲ
イ
カ
さ
ん
は
私

た
ち
現
役
留
学
生
の
希
望
の
星
だ
。

�

（
チ
ョ
ウ
マ
ン
カ
、
カ
ク
ト
ウ
ト
ウ
）

ポジディブ思考で成長して！
私たち十文字の留学生を励ます

OG
から学ぼう


